
 

６．実施報告Ⅲ【全国フォーラム】「コロナ時代の女性の教育と就労支援」 

 

６．１ イベント概要 

● 開催目的 
文部科学省「多様なチャレンジに寄り添う学びと社会参画支援事業」として、コロナ時代

の女性の教育と就労について有識者の意見を伺った後、せんだい男女共同参画財団と女性

のためのリカレント教育推進協議会に参加する３大学が取り組んだ効果について、報告と

意見交換を行った。本フォーラムの目的は、具体的な取り組みを紹介することにより、多様

な状況に置かれている女性の教育支援について考えることである。 
● 開催日時  

2022 年 1 月 22 日（土）／13：00～15：30 
● イベントプログラム 
① 基調講演１：「女性活躍推進に向けたリカレント教育の取組について」 

文部科学省 総合教育政策局 男女共同参画学習室長 清重 隆信氏 
基調講演２：「リカレント教育への期待」 

内閣官房 新しい資本主義実現本部事務局 内閣参事官 山田 敏充氏 
② 「多様なチャレンジに寄り添う学び・社会参画支援モデルを構築するための実証事業」

受託先による報告と意見交換会 
〈公益財団法人せんだい男女共同参画財団〉 

自立を目指す女性のための“学び直し”を通したキャリア支援事業 
〈京都女子大学〉 
キャリアアップを目指す働く女性の AI/RPA に特化したリカレント教育プログラム 
―主たる生計の担い手である女性を中心に― 

〈公立大学法人福岡女子大学〉 
女性のためのウェルカムバック支援プログラム 

〈国立大学法人山梨大学〉 
未来の山梨を作るウーマンズコミュニティープログラム 

③ 参加者交流会（zoom ミーティングのブレイクアウトセッションを利用） 
 

● 対象 
① 大学が実施するリカレント教育に興味をもつ方々 
② 大学が実施するリカレント教育プログラムとの連携を検討される企業の方々 
③ これからリカレント教育プログラムの設置を検討される大学関係者の方々 
④ 官公庁の方々 
⑤ リカレント教育プログラムを受講中、また受講を検討される方々（学歴、年齢不問） 
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● 参加形態  
zoom を使用したオンラインによるリモートでの参加（全国から、育児・介護中の方も受

講可） 
  
６．２ アンケート結果報告 

 

① 2022 年 1 月 22 日（土）に開催した【全国フォーラム】「コロナ時代の女性の教育と就

労支援」では、参加者 88 人のうち、42 名からアンケート調査への協力を得た。 

   
 
② 性別をみると、女性が 37 人と調査回答者の約 9 割を占めた。  

   
 
③ 年代は、40 代が約 4 割を占めており、30 代と 50 代が各々2 割であった。次いで 60 代

(14.3％)、20 代(7.1％)の順であった。  

 

性性別別 NN==4422

度数 ％

男性 5 11.9

女性 37 88.1

年年代代 NN==4422

度数 ％

20代 3 7.1

30代 8 19.0

40代 16 38.1

50代 9 21.4

60代以上 6 14.3

職職業業 NN==4422

度数 ％

会社員 11 26.2

教育関係 12 28.6

官公庁職員 5 11.9

主婦・主夫 4 9.5

学生 2 4.8

学生（リカレント教育受講生） 6 14.3

無職 2 4.8

文部科学省 令和３年度
「ポスト・コロナにおける企業とのコラボレーションによるリカレント教育普及啓発事業」
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④ 職業別には、「教育関係」の 28.6％が最も多く、「会社員」の 26.2％が次いだ。さらに 
「学生(リカレント教育受講生含む)」が 19.1％、「官公庁職員」が 11.9％であった。 

   
 
⑤ 雇用形態は、「正社員・正規職員」が 5 割と最も多く、「無職（学生含む）」が 26.2％、

「非正規社員・非正規職員」が 14.3%であった。  
   
⑥ シンポジウムに対する評価に関しては、下記のとおりである。  

 
今回のイベント参加でリカレント教育への関心度が高まった人の割合は、「大いに高まっ

た」と「やや高まった」を合わせると 100%であった。イベントへの参加がリカレント教育

への関心の高まりにつながったことがわかる。  

   
リカレント教育への理解度も、イベント参加によって高まった。回答者の割合は「大いに

理解が深まった」と「やや理解が深まった」と合わせて 100%であった。  

   

雇雇用用形形態態 NN==4422

度数 ％

正社員・正規職員 21 50.0

非正規社員・非正規職員 6 14.3

業務委託・フリーランス 1 2.4

経営者・役員 1 2.4

自営業・家族従業者 2 4.8

無職 11 26.2

リリカカレレンントト教教育育へへのの理理解解度度 NN==4422

度数 ％

大いに理解が深まった 32 76.2

やや理解が深まった 10 23.8

リリカカレレンントト教教育育のの必必要要性性 NN==4422

度数 ％

大いに必要である 39 92.9

やや必要である 3 7.1
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また、リカレント教育の必要性についても、「大いに必要である」と「やや必要である」

と回答した割合を合わせると 100%にのぼった。回答者全員がリカレント教育の必要性を認

識したことがうかがえる。 

 
今回のイベントに参加して、エンプロイアビリティ（労働市場価値を含む就業能力）を高

めるための方法について理解が深まったのか尋ねたところ、41 人(約 97.7％）の参加者が深

まった（「大いに理解が深まった」と「やや理解が深まった」の合計）と回答した。  

   
今回のイベントが自分のキャリアアップを考えるきっかけとなったと回答した人の割合

は、「大いになった」と「ややなった」をあわせると 9 割にのぼった。イベントは多くの回

答者にとって自分のキャリアアップについて考える機会になったと考えられる。 

 
さらに、今後、リカレント教育を受けたいかと尋ねたところ、41 名の回答者の約 97.6％

が受けたいと答えた。 

 
 

エエンンププロロイイアアビビリリテティィをを高高めめるるたためめのの方方法法にに

つついいててのの理理解解
NN==4422

度数 ％

大いに理解が深まった 18 42.9

やや理解が深まった 23 54.8

あまり理解が深まらなかった 1 2.4

自自分分ののキキャャリリアアアアッッププをを考考ええるるききっっかかけけ NN==4422

度数 ％

大いになった 21 50.0

ややなった 17 40.5

あまりならなかった 3 7.1

全くならなかった 1 2.4

リリカカレレンントト教教育育をを受受けけたたいい NN==4422

度数 ％

大いに受けたいと思った 21 50.0

やや受けたいと思った 20 47.6

全く受けたくないと思った 1 2.4

シシンンポポジジウウムムでで知知りりたたかかっったたここととへへのの満満足足度度 NN==4422

度数 ％

大いに満足している 27 64.3

やや満足している 15 35.7

文部科学省 令和３年度
「ポスト・コロナにおける企業とのコラボレーションによるリカレント教育普及啓発事業」
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イベントで知りたかったこと(自由記述参照)についての満足度も、「大いに満足している」

と「やや満足している」と回答した割合は 100％に達している。今回のイベントは、リカレ

ント教育への関心を高め理解を深めるなど、参加者にとって満足する内容となった可能性

が高いといえる。 

  
 

⑦ 本イベントへの参加目的（自由記述）としては、リカレント教育に関する関心を挙げる

人が約半数を占めた。リカレント教育について「知りたい」という人から「理解を深めたい」

という人まで、リカレント教育に関する前提知識として、参加者層に幅が見られた。また、

リカレント教育の現状を知りたいという声も複数、聞かれた。 
さらに、約 4 分の 1 の人が「各機関の取組みについて知りたい」と答えており、「各機関

の取組みを本校の参考にしたい」といった、各機関や大学等からの参加者の声も複数聞かれ

るなど、本フォーラムが各機関・大学等におけるリカレント教育の普及啓発の場としての役

割も果たしていたといえる。 
今回の参加者の中には、リカレントにおける就労支援などについて悩んでいると答える

大学関係者が複数見られるなど、今後も大学間で運営に関する課題や、その克服方法につい

て検討することができる、今回の意見交換会のような機会の場が求められるといえる。 
 

⑧ 本イベントへの感想・意見（自由記述・任意回答）としては、全国フォーラムの事後ア

ンケートに寄せられた感想及び意見（自由記述、任意回答）をみると、リカレント教育の重

要性の認識をあげる人が多く、リカレント教育に詳しい層とそうでない層に応じて、それぞ

れで気づきがあった様子がうかがえた。  
また、「異なる視点による講演から幅広い見方があることに気づいた」、「実際の業務、教

育に生かしたい」といった声も複数聞かれた。更なる期待として、オピニオンリーダーたち

の意見交換の機会や、就労支援として企業とのマッチング体制の強化、地方におけるリカレ

ント教育の普及などを期待する声もあった。  
今回の講演を通して、「自分ができることを考えたい」等、自己への還元といった意識や、

リカレント教育受講の検討、受講生における意識の変化といった声も聞かれるなど、個人レ

ベルにおける変革も期待されうる。  
今回は限られた時間ではあったものの、参加者同士の登壇者による意見交換会からの気

づきの様子も確認された。今後も、多くの人が幅広い視点でリカレント教育を考え、さらな

る展開を進めていくことが求められるといえる。 

地地域域ででののリリカカレレンントト教教育育のの広広ががりりににつついいてて nn==99

度数 ％

大いに望むようになった 8 88.9

やや望むようになった 1 11.1
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司会者所感 

 

 文部科学省令和 3年度「女性の多様なチャレンジに寄り添う学びと社会参画支援事業」に

おける「ポスト・コロナにおける企業とのコラボレーションによるリカレント教育普及啓発

事業」として、「女性のためのリカレント教育推進協議会」主催で全国フォーラム「コロナ

時代の女性の教育と就労支援」を開催した。Zoom を使用したオンラインによるリモート開

催だったが、大学・官公庁・企業関係者をはじめ、一般の方も含め、88名が参加した。 

全国フォーラムでは、「女性のためのリカレント教育推進協議会」幹事校の日本女子大学

学長 篠原聡子の挨拶、協議会会長ならびに日本女子大学生涯学習センター所長 坂本清恵

による趣旨説明のあと、前半はコロナ時代の女性の教育と就労について、有識者 2 名による

基調講演を行った。１人目の文部科学省総合教育政策局男女共同参画学習室長 清重隆信様

は、「女性活躍推進に向けたリカレント教育の取組について」と題して、女性の学び直しを

取り巻く状況や、文部科学省における取組みについてお話しいただいた。女性がおかれてい

る状況は様々であり、柔軟な教育提供のあり方や、持続可能なプログラム開発事業の仕組み

づくりなどの課題も示された。 

２つ目の講演では、内閣官房 新しい資本主義実現本部事務局の内閣参事官 山田敏充様

が「リカレント教育への期待」として、女性の就業に関する状況とリカレント教育推進に向

けた経済産業省・文部科学省・厚生労働省の施策について説明されたのち、政府・企業・大

学等教育機関と働き手としての国民が、協働で課題解決に臨んでいく必要性を述べられた。 

フォーラムの後半では、文部科学省「多様なチャレンジに寄り添う学び・社会参画支援モ

デルを構築するための実証事業」受託先の４団体による事業報告のあと、意見交換会を行っ

た。公益財団法人せんだい男女共同参画財団 牛井渕展子様は、自立を目指す女性のための

「学び直し」を通したキャリア支援事業について、京都女子大学 小椋幹子様は、「主たる生

計の担い手である女性」を中心としたキャリアアップを目指す働く女性の AI/RPA に特化し

たリカレント教育プログラムについて、公立大学法人福岡女子大学 野依智子様は、女性の

ためのウェルカムバック支援プログラムについて、国立大学法人山梨大学 風間ふたば様は、

未来の山梨を作るウーマンズコミュニティープログラムについて報告された。 

報告を行った４団体の地域は、宮城、京都、福岡、山梨と多様であったため、意見交換会

ではそれぞれの地域が抱える課題の特性と、それに対する取組みをテーマとしたところ、女

性の学び直しと就労へのハードルが高い地域もあり、全国一律には捉えきれない多様な現

状が浮き彫りとなった。 

意見交換会後は、Zoom のブレイクアウトセッションを利用した参加者同士の交流会を行

い、活発に意見が交わされた。最後に、女性のためのリカレント教育推進協議会加盟校の 

明治大学 小川智由様による挨拶で閉会した。 

基調講演や報告により、多様な女性の再教育と就労の現状を理解し、国や地域、大学など

で実施している取組みを共有できたことは実り多く、意見交換会や参加者交流会を通した

文部科学省 令和３年度
「ポスト・コロナにおける企業とのコラボレーションによるリカレント教育普及啓発事業」
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話し合いの場も有益だった。今後のリカレント教育充実に向けた大きなステップとするこ

とができた。 

（日本女子大学文学部教授／リカレント教育課程主任 高梨博子） 

 

 
 
全国フォーラム配信の様子①（日本女子大学） 

 
 
全国フォーラム配信の様子②（日本女子大学） 
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フライヤー 
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基調講演① 文部科学省 
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基調講演② 内閣官房 
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７．企業インタビュー調査 

 
７７．．１１  フフェェイイトト・・アアイイ株株式式会会社社  
【ヒアリング概要】 

・インタビュー日時：2021 年 8 月 5 日 13：00～14：00 
・インタビュー対象者（部署名、役職）：フェイト・アイ株式会社代表取締役         
 川端宏幸様 
・本学出席者名：坂本清恵、茂木知子、藤井路子、御手洗由佳、盧回男、鈴木紀子 

 
（（１１））会会社社概概要要      

・ 会社名： フェイト・アイ株式会社（東京都豊島区） 
  ・ 設立年： 2008 年 
   ・ 業務内容： 業務系アプリケーションやインターネット環境下でのコンピュータ 

            システムの設計、開発、保守及びコンサルティング業務。現在の代  
            表的な業務は,大学向けネット出願システムの開発。自社内開発。 

   ・ 従業員数： 16 名（開発担当 7 名） 
 
（（２２））イインンタタビビュューー調調査査結結果果  

①①  女女性性のの中中途途採採用用ににつついいてて    
・採用実績の有無（人数、雇用形態）： 

採用実績あり。女性１名（障がい者、非正社員）cf．新卒採用の女性は３名 
 ・採用者の職種： 

事務職 
・非正社員から正社員への転換実績： 

  転換実績なし 
・転換を実施している職種： 

  転換を実施している職種なし。 
開始して間もないが、事務職の傍らシステムのテストも担当している。システ

ムのテスト実施は一つの能力となり、本人の希望に応じて事務職からテスター

というポジションに移る可能性もある。 
・年齢（女性中途採用者の年齢の幅、採用者の多い年代など）： 

特に考慮していない。 
プログラム言語やデータベースの種類など多くあるが、経験者であればスキル

的なことは年齢とあまり関係なく、仕事の進め方は、OJT 研修によって昔の記

憶がよみがえる。 
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   ・中途採用について課題となる点、良い点： 
自社内開発の利点を活かして時短労働もできるので、女性の中途採用に関して

特に課題はない。主婦、育児終了者で元エンジニアの方を積極的に探している。

公募はせずに、紹介採用が中心となる。 
 

      ②②  リリカカレレンントト教教育育ににつついいてて    
    ・リカレント修了生の採用（採用意欲の有無、その理由など）：  

採用実績なし。 
社会に出てからやりたいことに気付いて真剣に学んだのであれば、意欲が認め 
られる。IT 業界を目指して学び直した後の就労は、仕事に取り組む姿勢が全く 
異なるので期待できる。 

・リカレント教育と再就職者への評価： 
IT に詳しくないクライアントと話をする時は、技術的なスキルとは別に、コミ 
ュニケーション能力や難しい言葉を使わず相手に伝える力、異なる業界の経験、 
接客業の経験など、色々な要素が強みとなる。つまり、IT のスキルだけではな 
い幅広い経験を活かすことができる。IT 系の資格プラス実務経験はプラスの要

素になる。大学で改めて習得するものではないが、過去の経験を生かすこと、

様々な業界の知識を持っていることが貴重な存在となることにつながる。 
    
７７．．２２  株株式式会会社社吉吉村村  
【ヒアリング概要】 

・インタビュー日時：2021 年 8 月 17 日 13：00～14：00 
・インタビュー対象者（部署名、役職）：株式会社吉村 代表取締役 橋本久美子様 
・本学出席者名：坂本清恵、茂木知子、藤井路子、御手洗由佳、盧回男、鈴木紀子 

 
（（１１））会会社社概概要要      

・会社名： 株式会社 吉村（東京都品川区） 
  ・設立年： 1954 年 
  ・業務内容： 食品包装資材の企画、製造、販売 
        日本茶を主としたパッケージ販売が主。 
  ・従業員数： 229 名 
       新卒採用 正社員 47 名 非正規社員 0 名 
       中途採用 正社員 180 名 非正社員 2 名 

  
（（２２））イインンタタビビュューー調調査査結結果果  
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①①  女女性性のの中中途途採採用用ににつついいてて    
・採用実績の有無（人数、雇用形態）： 
採用実績あり。 

  ・採用者の職種： 
   特に決めていない。 

企画・総務・営業・販売サポート・デザイナー・生産オペレーター・商品管理など 
で採用している。門戸として女性は最初から採用しないという職種はない。 

・非正社員から正社員への転換： 
転換可能である。 

・非正社員から正社員への転換実績： 
   転換実績あり。  

ほぼ全員正社員として雇用しており、派遣社員も数名いるが、派遣社員は契約する 
ときに正社員になる意欲があることを事前に確認している。経営理念や教育方針に 
ついて伝えた上で、勤務を開始するため、合わないと感じて辞めてしまう人以外は 
ほぼ 100 パーセント正社員に転換している。 

・年齢 （女性中途採用者の年齢の幅、採用者の多い年代など）： 
   多様である。40 歳を超えての中途採用も複数あり。 
  ・中途採用について課題となる点、良い点 
   会社の経営理念に合わない雇用者が出てしまうといった問題点をなくすため、派遣

社員から採用した正規転換を行っている。「何でもやります。頑張ります。」という

考え方よりも、自らの意見をしっかりと持っていることが重要である。 
 
  ②②  リリカカレレンントト教教育育ににつついいてて    
  ・リカレント修了生の採用（採用意欲の有無、その理由など）： 

採用していない。 
 ・リカレント教育受講について： 
   もし、社員からリカレント教育の受講を希望する申し出があれば、面談を行い、本 

人が何を求めているのか、会社とどのようにウィンウィンの関係を築くことができ 
ると考えているのかを話し合い認める。ウィンウィンの関係を築くことが重要であ 
る。 

  ・リカレント教育に望む内容 （課題等）： 
  教育はスキルだけではなく、マインドを上げること、意思決定の有無が重要である。 

自ら世の中変えられると考え、妄想できるだけの経験をして欲しい。例えば、グル 
ープワークや企業との連携などを通して、受講者は自らの気づいていなかった点を 
振り返る機会となり、企業としても新たな視点を掴むチャンスとなれば、ウィンウ 
ィンの関係を築くことが可能なのではないか。 
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７７．．３３  オオムムロロンンエエキキススパパーートトリリンンクク株株式式会会社社  
【【ヒヒアアリリンンググ概概要要】】  

・インタビュー日時：2021 年 8 月 23 日 16：00～17：00 
・インタビュー対象者（部署名、役職）： 
オムロン エキスパートリンク株式会社 債務管理課リーダー  

・本学出席者名：坂本清恵、茂木知子、藤井路子、御手洗由佳、盧回男、鈴木紀子 
・京都女子大学出席者：中山玲子様、中野涼子様 
・京都女子大学からのご紹介 
 

（（１１））  会会社社概概要要      
・会社名： オムロン エキスパートリンク株式会社（京都府京都市下京区） 

  ・設立年： 2018 年 
  ・業務内容： オムロングループ向け人事・総務・経理関連業務、人事サービス（人材 

派遣、人材紹介、エンジニアリングサービス、業務請負） 
  ・従業員数： 800 名（※HP 参照） 
 
（（２２））イインンタタビビュューー調調査査結結果果１１  
  ①①  京京都都女女子子大大学学ととのの連連携携ににつついいてて  
   （中山様） 

・オムロンとは寄付授業、採用で連携。１回生から京都府事業として、授業・採用に

ついて委託した。オムロンエキスパートリンク（当時はパーソネル）の社長が京女

の卒業生であった縁もあり、基礎課程や PC 授業を実施し、現在はキャリア関係の

授業をご担当いただいている。現在は、就業支援の実施なし。 
（中山副学長のオムロン以外のコメント） 

・通学コースは 50，60 代、働きながらのコースは 30，40 代 AI、RPA に特化した内

容もあった。今後は人生百年時代のシニア世代をターゲットにしたコースも必要か

と思う。京都府で生涯現役活躍センター、クリエイティブセンターを 8 月 1 日に立

ち上げ、そのターゲットがシニア世代。そのプログラムに女性用も入れて欲しいと

伝えた。いつまでも生涯現役でということで社会貢献やそれぞれ自分の立ち位置で

多様なプログラムを作る必要がある。数年かけてクリエイティブセンターを立ち上

げ、女性や定年後など多様なカテゴリーの方々を対象としたい。 
（坂本所長コメント） 

・京都は女性活躍について様々な展開が早かった。 
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※ 追加インタビュー 
  【【ヒヒアアリリンンググ概概要要】】  

・インタビュー日時：2021 年 12 月 6 日 15：00～16：00 
・インタビュー対象者（部署名、役職）： 
オムロン エキスパートリンク株式会社 前社長 久保雅子様（現在京都女子大学 
所属） 

・本学出席者名：坂本清恵、高梨博子、茂木知子、藤井路子、御手洗由佳、盧回男、 
鈴木紀子 

・京都女子大学出席者：小椋幹子様 
    ・京都女子大学からのご紹介 

  
（（２２））イインンタタビビュューー調調査査結結果果２２  

        ①①  リリカカレレンントト教教育育でで得得らられれたたススキキルルのの企企業業ででのの評評価価  
企業で働くには IT リテラシーやコミュニケーションとベーシックなビジネス知識が欠

かせない。例えば、財務チームで働くのであれば、経理の基礎知識が、総務人事チーム

で働くのであれば、総務全般、人事に関する基礎知識が必要になる。各講座のプログラ

ムには、弊社から社員を講師として派遣し、社員の能力開発にも利用した。 
リカレントは企業の中で働くにあたって必要な基本的知識を包括していて IT リテラシ

ーも高め、ブランクのある受講生について、大変有意義だった。 
  
        ②②  採採用用ししたたリリカカレレンントト修修了了生生ににつついいてて  
   初年度に採用した 5 名のうち、財務で 3 人採用した。前職が経理であった人はおらず、 

いわゆるジョブチェンジであった。キャリア開発が 30 代、40 代手前で新たなところで 
チャレンジできて、かつそれをばねに正社員になった人もおり、キャリアアップの可能

性を感じた。 
 

③③  採採用用でで不不安安だだっったたこことと・・困困っったたこことと  
・普通の採用と同じでしっかりと仕事をしてくれるかどうか。短時間勤務であり主婦で 
あるということから、仕事をしっかりやってくれるか、休みがちにならないか、早く帰 
ってしまうのではないか、という不安はあった。採用時には失礼のない範囲で重ねて確 
認した。 
・2 年目以降、採用を決めて本人も働くと同意して稟議書も回したのに、家族の反対で 
ダメになったケースがあった。家族がいきなり‘働かなくもいいのではないか’と心配し 
たのだと思う。 

  ・全般的に、小さい子どもがいるとあまり無理しないで働きたいという思いと、‘103 
万の壁’が女性の就労にブレーキをかけていると思った。 
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④④  ココロロナナ禍禍ににおおけけるる就就職職難難  
コロナ禍における就職難について、観光業・小売りが大きな打撃を受けたのでニーズは

激変している。リカレント生は事務職で働きたいというが、事務職、特に一般事務職の

ような仕事は募集がほとんどなく、大きく変化している。 
 

⑤⑤  リリカカレレンントト修修了了後後のの学学びびににつついいてて  
リカレント生の追跡調査をしたところ 93%以上の方が何らかの学びを継続していた。

大学院でＭＢＡコースに入ったり、無料のＷｅｂ講座を受け、そちらの専門知識をつけ

て転職を目指したりと、リカレントでの学びをきっかけにさらに自分の学びが深まり、

自分のキャリアを磨くことに費やしていく姿がみえてきた。よってリカレント教育は

有益だと考えている。 
 

⑥⑥  自自身身ののキキャャリリアアににつついいてて  
10 年くらいキャリアブランクがあった。最初大手の住宅メーカーに入ったが、女子大

出身でいい人間関係の中でふんわりと育ってきたので、色々な人がいる社会の中では

半年しか続かなかった。結婚、出産をして 30 歳過ぎてから‘自分の人生これではダメだ’
と思い、履歴書を数えきれないほど送った。全部否定され挫けた時、友人が人材派遣を

紹介してくれた。人材派遣をきっかけに長く勤めた後、オムロングループが人材派遣会

社をやるというのをきいて移った。それゆえ、いきなりフルタイムで働かなくても派遣

でキャリアを積みあげるのは良い仕組みかなと思う。非正規はマイナスの部分を強調

されるが、キャリアアップの一つだと考えたら良い手法かと思う。 
 

⑦⑦  ココーーススででのの就就業業希希望望のの違違いい  
平日通学コースはブランクのある主婦が多いのでステップアップのきっかけとして就

職を考える人が多く、非正規で短時間勤務の志向がある。社会人の在籍が多いブラッシ

ュアップコースとキャリアアップコースは全員が働いているという状況であり、特に

キャリアアップコースは管理職、総合職の方がいるので志向が違ってくる。自身の強み

をつけて社内でキャリアアップしたい、学んだことを業務の中に生かしたいという志

向になっている。 
 
   ７７．．４４  株株式式会会社社ジジュュンン  
  【【ヒヒアアリリンンググ概概要要】】  

・インタビュー日時：2021 年 8 月 31 日 11：15～12：00 
・インタビュー対象者（部署名、役職）：株式会社ジュン 嘉野敬介様（経営企画室・ 
 人事・取締役）、加藤道恵様（経営企画室、社長秘書、明治大学スマートキャリア   
 プログラム修了生）  

文部科学省 令和３年度
「ポスト・コロナにおける企業とのコラボレーションによるリカレント教育普及啓発事業」
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・本学出席者名：坂本清恵、茂木知子、藤井路子、御手洗由佳、盧回男、鈴木紀子 
・明治大学出席者：国分尚子様、朝生紫乃様 
・明治大学からのご紹介 

    ・明治大学スマートキャリアプログラムとの関わり 
    2019 年度より、スマートキャリアプログラムのゼミにおいて、ご協力いただく企業

様からの課題提供という形で参加していただいている。今期は日本ワイン専門のオ

ンラインショップの認知向上、購買につながる課題を提供していただいた（明治大

学より）。 
実際に参画させていただいた授業は「実践プロジェクトゼミナール」です。弊社 飲
食事業部が運営する日本ワイン専門のオンラインサイト「wa-syu」（https://wa-
syu.com/）が抱える事業課題を、授業に参加する学生の皆様へケーススタディとし

て提示し、解決策を提案頂きました。お客様の視点を持ちながら、授業で学んだマ

ーケティングのフレームワーク等を用いて提案頂いた内容は、事業を行う担当者と

異なった視座から課題が考察され、非常に参考となるものでありました。ご提案頂

いた内容をそのまま 100％事業に活かすことが出来るということではありませんが、

課題解決に向けた tips が多く、その後の施策に活かしていっております。私自身も

明治大学のスマートキャリアプログラムで同じ授業を受講しましたが、当時、課題

提示をして頂いた企業のファンになった経験から、スマートキャリアプログラムに

参画することで自社のファンを増やすことにもつながっているのではないかと感じ

る部分もあり、学生の皆様・スマートキャリアプログラムを運営する明治大学・弊

社にとって win-win-win の関係が構築できているとのではないかと考えます（加藤

さん）。 
 
（（１１））  会会社社概概要要      

・会社名： 株式会社ジュン 
    ・設立年： 1958 年 
    ・業務内容： レディス・メンズのファッション製品全般の企画、製造、販売。建築及 

び室内内装の施工設計、ラジオ番組の企画制作及びサウンドプロデュース、屋外広 
告媒体事業、ゴルフ場、レストラン、ワイナリーの経営 

    ・従業員数： 2,650 人(2021 年 3 月現在)  
 
（（２２））イインンタタビビュューー調調査査結結果果  

  ①①  女女性性のの中中途途採採用用ににつついいてて  
・採用実績の有無（人数、雇用形態）： 
採用実績あり。404 人（新卒は 175 人）：過去 3 ヵ年 

    ・採用者の職種 
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     店舗（物販・飲食ホール・飲食キッチン）、企画、バイヤー、MD、パタンナー、製 
造、DB、マーケティング、クリエイティブ制作、EC、ブランド営業、ブランドプ 
レス、営業開発、経営企画、情報システム、CRM、インテリアデザイナー、経理、 
人事、総務 

・非正社員から正社員への転換実績：  
転換可能。 
いくつかの制度を準備している。例えば、妊娠して産休に入る際や復帰の際に、働 
き方を選べる形の社員で戻る、時間で働く、もしくは業務委託のように期間で区切 
って働くなど。様々な働き方を自分の生活に合わせて選べるように、事業に見合う 
形で進めていこうとしている。一緒に働いた仲間が戻って力になってくれることは 
会社の財産となるので、体制を整え充実させていこうと考えている（嘉野さま）。 

・年齢（女性中途採用者の年齢の幅、採用者の多い年代など）： 
平均 33 歳 

    ・中途採用について課題となる点、良い点： 
女性従業員のモチベーションを上げることが課題である。 
男性社員が多い中で、女性の働く環境をどうやってつくれば良いのかという点が、 
まだ追いついていない。女性がジュンの上席者、役員に就任しても、家の事情や他 
社への転職などで辞めることもあり、女性管理職者を支援しきれていない。何らか 
の問題があると思うが、答えはでていない。やるべきことの一つとしてモチベーシ 
ョンアップを認識している状況である。 

女性のファッションを語る際、年齢層が高い男性だけの中では何も生まれないだ 
ろうと感じている。そこを解決する上でも引っ張っていく女性のリーダーは必要で 
ある（嘉野様）。 

     
        ②②  リリカカレレンントト教教育育ににつついいてて    
   ・リカレント修了生の採用（採用意欲の有無、その理由など）： 

採用者あり。現在雇用中。 
社長秘書として中途採用したが、ビジネスリテラシーが高いので、現在では経営企画

室の業務も一部担いながら社長秘書として働いてもらっています。弊社入社前、アパ

レルの業界経験はなかったものの、スマートキャリアプログラムを通じて学んだ知

識を活かし、プロパー社員と遜色ない遂行レベルであると感じています（嘉野様）。 
   ・リカレント修了生が在籍する社員（会社）に与えた影響（採用有のみ）： 

アパレル業界では、ファッションに強い興味・関心を持って入社してくる社員が多く、 
一般的なビジネスリテラシーを持つ社員が少ないことは否めない。 
リカレント修了生は、一般的なビジネスリテラシーを身につけて入社してきたため、 
弊社においては即戦力として弊社経営企画に参画することとなった。 

文部科学省 令和３年度
「ポスト・コロナにおける企業とのコラボレーションによるリカレント教育普及啓発事業」
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（弊社の場合、①本社採用、②店頭における販売スタッフの大きく二つの採用形態 
   に分かれており、現在リカレント修了生は①のみの状況である。）（嘉野様）。 
   ・リカレント教育に望む内容（課題等）： 

アパレル業界は感性も大事なビジネスの要素であるが、ロジカルな思考また表現力 
が加わると、キャリアの面で他の社員と差別化された強みとなる。また小売を営む 
弊社にとっては、財務諸表（PL、BS、キャッシュフロー）に関する知識は日々の 
業務に直結することから、基本的なビジネスリテラシーとして教育頂けると有難い。 
なお個人的な意見であるが、昨今、女性のキャリアは多様化してきていると感じてい 
る。企業は即戦力を求めがちだが、企業に就職し仕事をすることだけが女性のキャリ 
アの全てではない。学び続けるということ自体が自己成長に繋がり、周囲からの承認

を得て、様々な形で社会で活躍出来る環境を整備していくことが非常に重要だと 
思うので、ビジネスだけではない幅広い学びを提供していくことも必要ではないか 

（嘉野様）。 
  

７７．．５５  株株式式会会社社アアンンササーーノノッッククスス  
  【【ヒヒアアリリンンググ概概要要】】  

・インタビュー日時：10 月 25 日（月）12:00～13:00 
・インタビュー対象者（部署名、役職）：株式会社アンサーノックス 代表取締役     
 渡辺郁様 
・本学出席者名：坂本清恵、高梨博子、茂木知子、藤井路子、御手洗由佳、盧回男、

鈴木紀子 
・山梨大学出席者：風間ふたば様 
・山梨大学からのご紹介 
・山梨大学との関わり 
山梨大学が 2017 年に厚生労働省の実証実験に参加したことが契機となり、アンサ 
ーノックス社と山梨大学は、リカレント教育プログラム「女性のためのステップア 
ッププログラム」のスタート時から連携している。同社は、プログラムの設計、募 
集、インターンシップの実施などを担当、受講生と産業界をつなぐ役割を果たして 
いる。（2021 年度は、大学のプログラムが県の委託事業として実施されている。）  
 

（（１１））会会社社概概要要      
・会社名： 株式会社アンサーノックス 

    ・設立年： 2008 年 
    ・業務内容： 人材サービス業（労働者一般派遣、有料職業紹介事業） 
    ・従業員数： 16 人 
  

124



 

（（２２））イインンタタビビュューー調調査査結結果果  
①①  女女性性のの中中途途採採用用ににつついいてて    
・採用実績の有無（人数、雇用形態）： 

    採用実績あり 
    ・採用者の職種： 
     保育士、事務（営業） 

・年齢（女性中途採用者の年齢の幅、採用者の多い年代など） 
     20 代から 80 代までが勤務 

・中途採用について課題となる点、良い点  
     研修ができるとよいが、年に何回もできないのが現状である。対話を重ねることを 

大切にしている。中途採用では、女性だけでなく男性、外国人を採用している。そ 
のため、経営理念というよりは、どういう人と働きたいかという事に重きをおき、 
「アンサーノックスがメンバーに求める 10 のアクション」と「アンサーノックス 
の 5 つのバリュー」という 15 の項目を設定している。うちの会社でのみ通用する 
スキルを磨いてもしかたがない。それよりも市場価値の高い人になって欲しい。ス 
キルは後からどうにでもなる、市場価値の高い人とは心の良い人、この人と働きた 
いと思ってくれることが大事である。 
 

        ②②  リリカカレレンントト教教育育ににつついいてて    
    ・リカレント修了生の採用（採用意欲の有無、その理由など）：  
    採用者なし 
    ・リカレント教育に望む内容 （課題等） 

山梨は女性が外に出るチャンスが少なく、転職市場も広くない。限られた中で仕事 
をしている女性が多く、社内に女性のロールモデルもいない。このプログラムを受 
講した女性には、社外にコミュニティーをつくり、将来的に産業界をリードする女 
性になってもらいたい。 

また、新卒学生が働きたいと思う企業は山梨に少なく、体質も保守的であるため、 
女性の働きやすさの整備もしてもらいたい。修了生の中には、1 年目はプログラム 
に参加して職場に戻ると仕事が山積みになっていたが、2 年目は現場にも理解され、 
会社ぐるみでプログラムに協力してもらった人もいる。女性のなかには「そこまで 
やりたくない」、「会社から言われたから来た」という人もいるが、それを乗り越え 
て突破できるような風土、意識醸成に挑戦していくことが大事である。 

山梨県は大企業が少なく、比較的トップの話が通じやすいということはある。県 
にも働きかけて、山梨県は女性に優しく働きやすい県へ変えて行こうとしている。 
すぐには変わらないけれども、理解者が一人でも増えることは嬉しいことである。 

  

文部科学省 令和３年度
「ポスト・コロナにおける企業とのコラボレーションによるリカレント教育普及啓発事業」
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  ７７．．６６  キキリリンンエエキキススパパーートト株株式式会会社社  
【【ヒヒアアリリンンググ概概要要】】  
・インタビュー日時：2021 年 9 月 21 日 11：15～12：00 
・インタビュー対象者（部署名、役職）：キリンビジネスエキスパート株式会社 総務企画  
 部長 谷猪 秀和様 
・本学出席者名：坂本清恵、茂木知子、藤井路子 
  
（（１１））会会社社概概要要      
・会社名： キリンビジネスエキスパート株式会社（東京都中野区） 
・創立年： 2011 年 
・業務内容：キリングループ共通の経理、人事、経理、不動産の専門サービス・標準定型 
 サービスの提供 
・従業員数：約 150 名 
 
（（２２））イインンタタビビュューー調調査査結結果果  
  ①①リリカカレレンントト教教育育ププロロググララムム修修了了生生をを採採用用ししたたごご感感想想ににつついいてて  

・採用者あり。現在雇用中。 
・入社された方は、何れも人間的、人格的に素養が素晴らしい。リカレント教育プログ

ラムに共感された方がキリンビジネスエキスパートの採用選考を受けてくださってお

り、皆さん、素直で温厚、しなやかで真面目、一生懸命であり、後ろ向きな方はいない。

コミュニケーション力やチームワークを組む上で必要な人格であり、倫理的、そして誠

実で総合的に素直さを感じる。 
・知識やスキルについては習熟度に個人差がみられる。育成面から考えると、３年で育

成していくなかで、成長スピードが異なるようである。入社時の期待に対して、人事総

括、経理系の業務においては理解が早いと感じている。 
  
②②リリカカレレンントト修修了了生生がが職職場場内内にに与与ええるる影影響響ににつついいてて  
・リカレント修了生採用により、多様性が広がった。今の時代は金太郎飴のような一律

な人財ではなく、多様な人財が良い。そのような中、前職の経験、リカレントの学び

などにより業務の改善について提案をしてくれる。 
 
③③リリカカレレンントト教教育育ププロロググララムムへへのの期期待待、、学学びびににつついいててごご助助言言  
・コロナ前には考えられなかった、Zoom、Teams などが学びの手段になった。これまで

企業内では対面で声を掛け合っていたが、現在はリモートが当たり前になっている。   
・受講生間やリカレント講師とのディベート・ディスカッションをすることで、自身を

ブラッシュアップし、バックキャストできる人材になるとよい。 
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８．事業総括 

 

 「はじめに」に書いたとおり、令和 2年、3 年と 2 年にわたり、「女性の多様なチャレン

ジに寄り添う学びと社会参画支援事業」の「女性の学びサポートフォーラムによる普及啓

発事業」を行った。本年も引き続きコロナ禍が続いたが、緊急事態宣言の延長により、計

画どおりに準備や調査が進められずに会期を延期したものあるが、予定していた３つのイ

ベントを無事に実施できた。 

報告Ⅰ｢リカレント教育修了生によるパネルディスカッション&参加者との交流イベン

ト」は、当初、東日本と西日本と別日での開催を予定していたが、調整がむずかしく、午

前に西日本、午後に東日本での開催になった。昨年に引き続きの開催であり、受講生には

ロールモデルの話を聞くことで、今後の自分の学びやキャリア形成へのヒントを得ること

になり、修了生にとっても他大のプログラムでの学びの実態を知ることで、新たな学びへ

の架け橋となっていることが確認された。 

 報告Ⅱ「企業とのコラボレーションによるシンポジウム」に先立って、７に掲載したと

おりリカレント修了生採用企業を中心に「企業インタビュー調査」を行った。この企画で

は、企業が採用だけでなく、プログラム運営や、インターンシップや採用に向けての指導

も連携している事例も報告され、コラボレーションの多様性が報告された。リカレント生

採用のメリットや効果が示された。それとともに、地域によるこれまでの女性の就労に対

する意識の相違なども明確になった。 

 報告Ⅲ【全国フォーラム】「コロナ時代の女性の教育と就労支援」では、リカレント教

育のみならず、社会人女性の学び直しと就労についてのシンポジウムを行った。文部科学

省の同事業に採択された宮城、京都、福岡、山梨の 4 団体の取り組みについての事例報告

と意見交換を行ったが、ここでも、女性の学び直しと就労へのハードルが高い地域もあ

り、全国一律には捉えきれない現状が浮き彫りとなった。 

報告Ⅱ、Ⅲの資料掲載にあるとおり、日本商工会議所、経済産業省、文部科学省、内閣

官房から、リカレント教育や女性の就労に関わる最新の情報のご提供をいただき、リカレ

ントプログラムを運営するうえでの多大な援助となった。シンポジウムにご登壇くださっ

た皆様、インタビューにお応えくださった皆様には、ここに改めて御礼を申し上げる。 

それぞれのイベントに教育機関、教育委員会、官公庁、企業の方々もご参加くださって

いる。しかしながら、リカレント教育の実態について、社会人女性、企業に対して十分に

伝え切れていないことも事実である。女性のためのリカレント教育推進協議会において

も、あらゆる機会を捉えて、啓発活動を行う必要性を再確認している。 

以上 

 

 

文部科学省 令和３年度
「ポスト・コロナにおける企業とのコラボレーションによるリカレント教育普及啓発事業」
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文部科学省委託事業 

「令和３年度 女性の多様なチャレンジに寄り添う学びと社会参画支援事業」おける 

「女性の学びサポートフォーラムによる普及啓発事業」 

 

委託事業名 

「ポスト・コロナにおける企業とのコラボレーションによる 

リカレント教育普及啓発事業」 

報告書 
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